
近年　ハリケーンや台風によって頻発する高潮

災害や河川災害、そして台風の巨大化は、来たる

べき大災害時代への警鐘です。

このフォーラムは、超巨大台風から「都市や住民

を守る」ために、ハリケーン・サンディや2013年の

巨大台風を検証し、私たちが何をすべきか共に

考え、取組を共有する場として開催するものです。

3月15日 
10:00‒17:00

土

関西大学　東京センター
東京都千代田区丸の内1-7-12 サピアタワー9階
JR東京駅日本橋口隣接 ・ 東京メトロ大手町駅B7出口直結

会場

超巨大台風から
都市を、住民を、守る

　　 関西大学、内閣府、国土交通省
　　 土木学会、地域安全学会、日本自然災害学会、日本災害情報学会
主催／
後援／

ハリケーン・サンディ ▶ 台風第30号▶ 超巨大台風の襲来

防災・減災
フォーラム
in東京

平成 25年度 科学研究費補助金 基盤研究（S）

1.  開会挨拶　主催者代表
2.  講演
　 10:05~10:45　2012年  ハリケーン・サンディ　～大都市高潮災害を学ぶ～
　　　　　　　   関　 克己 （京都大学 経営管理大学院・客員教授）
　 10:45~11:25　台風第30号　フィリピン高潮災害を検証する
　　　　　　　   柴山 知也 （早稲田大学 理工学術院・教授）
　 11:25~12:05　国土交通省の水災害への取り組み
　　　　　　　   渡邉 泰也 （国土交通省 水管理・国土保全局・室長）
3.  休憩
4.  鼎談　
　 13:10~14:10　「首都圏　巨大災害から国民を守る」　
　　　　　　　   河田 恵昭 （関西大学 社会安全学部・教授）
　　　　　　　   足立 敏之 （国土交通省・技監）
　　　　　　　   聞き手：田村 圭子 （新潟大学・教授）
5.  パネルディスカッション　
　 14:20~16:50
　 「首都圏大水害から社会を、国民を、守る。それぞれの役割を考える」
　 パネリスト　　林　 春男 （京都大学 防災研究所・教授）
　　　　　　　   柴山 知也 （早稲田大学 理工学術院・教授）
　　　　　　　   藤山 秀章 （内閣府・参事官（大規模水害担当））
　　　　　　　   塚原 浩一 （国土交通省・防災課長）
　　　　　　　   横山　 博 （気象庁総務部・参事官（防災））　　　
　　　　　　　   木暮 敏昭 （東京地下鉄株式会社 安全技術部・課長（防災担当））
　　　　　　　   岩崎　 敬 （岩崎敬環境計画事務所、フランス水アカデミー会員）　　　　　　　　　　　　　　　
　 コーディネータ　松尾 一郎 （CeMI環境・防災研究所・副所長）
6.  質疑　16:50~17:00
7.  閉会
　 ※このフォーラムは、文部科学省科学研究費補助金（S）
　　 『国難となる最悪の被災シナリオと減災対策』によるものです。

特定非営利活動法人　
環境防災総合政策研究機構　
防災・減災フォーラム in 東京事務局
TEL. 03-3359-7971　 
FAX. 03-3359-7987　
E-mail： forum@npo-cemi.com
HP： http://www.npo-cemi.com

問い合わせ先

どなたでも参加できます。
会場への入場には登録が必要です。参加ご希望の方は、
メールに必要事項（氏名・住所・職業・E-mail・連絡先）を記入し、
送付ください。または、下記のHPより申し込みください。
申込締切／平成26年3月10日（月）
ただし先着160名に達し次第受付を締め切らせていただきます。
※お預かりした個人情報は、「防災・減災フォーラム」の運営の
目的のみ利用いたします。　　　　

参加費無料

Program


